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Ⅰ．緒言
　2016 年度中に全国 210 か所の児童相談所が対応し
た児童虐待相談は 122,578 件と過去最多を記録し、
「児童虐待の防止等に関する法律」（以下、児童虐待
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とした。検索用語は ‘ 児童虐待 ’ ならびに ‘ 病院 ’ と
し、論文のタイトルまたは抄録にこれら用語が使用
され、「児童虐待の防止等に関する法律」が施行さ









































7 症例（3.9％）、継父が 7 症例（3.9％）、母の交際男
性が 4 症例（2.2％）、祖母が 3 症例（1.7％）、祖父




代世帯が 11 症例（6.2％）、三世代世帯以上が 3 症
例（1.7％）、その他 3 症例（1.7％）、不明 60 症例
（33.7％）であった。
　被虐待児の家族の状況は、「母に精神疾患あり」
が 26 症例（14.6％）、「育児能力が低い」が 15 症

































7 症例（3.9％）、「痙攣」が 4 症例（2.2％）、「多動































が 11 症例（6.2％）、「救命救急センター」が 9 症例
（5.1％）、「形成外科」が 9 症例（5.1％）、「整形外科」














































所」が 11 症例（6.2％）、「転院」が 6 症例（3.4％）、
「児童養護施設」が 5 症例（2.8％）、「入院継続」が
2 症例（1.1％）、「祖父母宅」が 1 症例（0.6％）、
「その他」が 3 症例（1.7％）、転帰先の「記載な



















スター 2 は不明、クラスター 3 は男児の割合が有意
に高かった（p<0.01）。診断時年齢では、全てのク
ラスター間で有意差が確認され（p<0.001）、クラス





























































人数（％） 7 （ 25.9 ） 22 （ 46.8 ） 61 （ 58.7 ） 人数（％） 7 （ 25.9 ） 5 （ 10.6 ） 14 （ 13.5 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 17 （ 63.0 ） 16 （ 34.0 ） 36 （ 34.6 ） 人数（％） 1 （ 3.7 ） 7 （ 14.9 ） 7 （ 6.7 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 3 （ 11.1 ） 9 （ 19.1 ） 6 （ 5.8 ） 人数（％） 3 （ 11.1 ） 3 （ 6.4 ） 4 （ 3.8 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 4 （ 8.5 ） 4 （ 3.8 ）
調整済み残差
人数（％） 16 （ 59.3 ） 24 （ 51.1 ） 48 （ 46.2 ） 人数（％） 2 （ 7.4 ） 1 （ 2.1 ） 7 （ 6.7 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 5 （ 10.6 ） 27 （ 26.0 ） 人数（％） 4 （ 14.8 ） 4 （ 8.5 ） 2 （ 1.9 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 2 （ 4.3 ） 4 （ 3.8 ） 人数（％） 3 （ 11.1 ） 3 （ 6.4 ） 3 （ 2.9 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 4 （ 8.5 ） 1 （ 1.0 ） 人数（％） 1 （ 3.7 ） 0 （ 0.0 ） 7 （ 6.7 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 1 （ 2.1 ） 1 （ 1.0 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 2 （ 4.3 ） 5 （ 4.8 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 2 （ 1.9 ） 人数（％） 2 （ 7.4 ） 2 （ 4.3 ） 3 （ 2.9 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 2 （ 1.9 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 2 （ 4.3 ） 4 （ 3.8 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ） 人数（％） 3 （ 11.1 ） 1 （ 2.1 ） 2 （ 1.9 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 5 （ 18.5 ） 10 （ 21.3 ） 22 （ 21.2 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 4 （ 3.8 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 10 （ 37.0 ） 24 （ 51.1 ） 45 （ 43.3 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 3 （ 2.9 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 8 （ 29.6 ） 7 （ 14.9 ） 6 （ 5.8 ） 人数（％） 1 （ 3.7 ） 0 （ 0.0 ） 2 （ 1.9 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 2 （ 4.3 ） 7 （ 6.7 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 2 （ 1.9 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 1 （ 2.1 ） 1 （ 1.0 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 3 （ 2.9 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 1 （ 2.1 ） 1 （ 1.0 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 2 （ 1.9 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 5 （ 18.5 ） 12 （ 25.5 ） 43 （ 41.3 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 2 （ 4.3 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差
人数（％） 7 （ 25.9 ） 14 （ 29.8 ） 35 （ 33.7 ）
調整済み残差































女児 2.8 -0.8 -1.3
不明 0.2 2.4 -2.3
項目
-0.1
診断時年齢※2 平均（標準偏差，範囲） 140.9ヶ月（34.8，96-216） 41.7ヶ月（17.8，21-84） 6.1ヶ月（4.6，0-19） ***
実父 *-1.7 -1.7 2.8
実母 n.s.1.0 0.2 -0.9
0.1 -0.1
兄 n.s.1.4 -0.9 -0.2
継父 n.s.1.0 1.9 -2.4
祖母 n.s.-0.7 0.3 0.3






























母の交際男性 n.s.2.0 -0.1 -1.4














不明 -1.8 -1.4 2.6
0.3 -0.9






























人数（％） 0 （ 0.0 ） 3 （ 6.4 ） 12 （ 11.5 ）
調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 7 （ 14.9 ） 6 （ 5.8 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 2 （ 4.3 ） 5 （ 4.8 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 2 （ 4.3 ） 3 （ 2.9 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 3 （ 2.9 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 1 （ 2.1 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 2 （ 4.3 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差
人数（％） 4 （ 14.8 ） 10 （ 21.3 ） 22 （ 21.2 ）
調整済み残差
人数（％） 16 （ 59.3 ） 14 （ 29.8 ） 39 （ 37.5 ）
調整済み残差
人数（％） 4 （ 14.8 ） 12 （ 25.5 ） 19 （ 18.3 ）
調整済み残差
人数（％） 4 （ 14.8 ） 9 （ 19.1 ） 5 （ 4.8 ）
調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 14 （ 29.8 ） 32 （ 30.8 ）
調整済み残差




不明（記載なし） *2.4 -1.5 -0.4
その他 n.s.-0.8 0.2 0.4
なし（特になしと記載あり） n.s.-0.7 1.2
2.4 -2.8






障害の有無※1 なし -2.5 0.4 1.5
あり 0.9
-0.6
精神発達の遅れ n.s.-0.2 1.9 -1.5
言語発達遅延 n.s.-0.6 2.4 -1.7
多動症 n.s.0.9 0.3 -0.9
痙攣 n.s.-0.9 -0.1 0.7
項目
虐待疑いの症状で病院受診歴あり n.s.-0.1 0.1 -0.1
原因不明の症状で病院受診歴あり n.s.-0.2 -0.1 0.2
低体重児 n.s.-1.8 -0.7 1.9
有意差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 3 （ 6.4 ） 12 （ 11.5 ）
調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 7 （ 14.9 ） 6 （ 5.8 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 2 （ 4.3 ） 5 （ 4.8 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 2 （ 4.3 ） 3 （ 2.9 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 3 （ 2.9 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 1 （ 2.1 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 2 （ 4.3 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差
人数（％） 4 （ 14.8 ） 10 （ 21.3 ） 22 （ 21.2 ）
調整済み残差
人数（％） 16 （ 59.3 ） 14 （ 29.8 ） 39 （ 37.5 ）
調整済み残差
人数（％） 4 （ 14.8 ） 12 （ 25.5 ） 19 （ 18.3 ）
調整済み残差
人数（％） 4 （ 14.8 ） 9 （ 19.1 ） 5 （ 4.8 ）
調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 14 （ 29.8 ） 32 （ 30.8 ）
調整済み残差




不明（記載なし） *2.4 -1.5 -0.4
その他 n.s.-0.8 0.2 0.4
なし（特になしと記載あり） n.s.-0.7 1.2
2.4 -2.8






障害の有無※1 なし -2.5 0.4 1.5
あり 0.9
-0.6
精神発達の遅れ n.s.-0.2 1.9 -1.5
言語発達遅延 n.s.-0.6 2.4 -1.7
多動症 n.s.0.9 0.3 -0.9
痙攣 n.s.-0.9 -0.1 0.7
項目
虐待疑いの症状で病院受診歴あり n.s.-0.1 0.1 -0.1
原因不明の症状で病院受診歴あり n.s.-0.2 -0.1 0.2
低体重児 n.s.-1.8 -0.7 1.9
有意差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 3 （ 6.4 ） 12 （ 11.5 ）
調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 7 （ 14.9 ） 6 （ 5.8 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 2 （ 4.3 ） 5 （ 4.8 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 2 （ 4.3 ） 3 （ 2.9 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 3 （ 2.9 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 1 （ 2.1 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 2 （ 4.3 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差
人数（％） 4 （ 14.8 ） 10 （ 21.3 ） 22 （ 21.2 ）
調整済み残差
人数（％） 16 （ 59.3 ） 14 （ 29.8 ） 39 （ 37.5 ）
調整済み残差
人数（％） 4 （ 14.8 ） 12 （ 25.5 ） 19 （ 18.3 ）
調整済み残差
人数（％） 4 （ 14.8 ） 9 （ 19.1 ） 5 （ 4.8 ）
調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 14 （ 29.8 ） 32 （ 30.8 ）
調整済み残差




不明（記載なし） *2.4 -1.5 -0.4
その他 n.s.-0.8 0.2 0.4
なし（特になしと記載あり） n.s.-0.7 1.2
2.4 -2.8






障害の有無※1 なし -2.5 0.4 1.5
あり 0.9
-0.6
精神発達の遅れ n.s.-0.2 1.9 -1.5
言語発達遅延 n.s.-0.6 2.4 -1.7
多動症 n.s.0.9 0.3 -0.9
痙攣 n.s.-0.9 -0.1 0.7
項目
虐待疑いの症状で病院受診歴あり n.s.-0.1 0.1 -0.1
原因不明の症状で病院受診歴あり n.s.-0.2 -0.1 0.2




人数（％） 3 （ 11.1 ） 5 （ 10.6 ） 41 （ 39.4 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 6 （ 22.2 ） 6 （ 12.8 ） 14 （ 13.5 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 1.2 -0.4 -0.5 調整済み残差
人数（％） 3 （ 11.1 ） 3 （ 6.4 ） 17 （ 16.3 ） 人数（％） 1 （ 3.7 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 -0.3 -1.6 1.6 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 9 （ 19.1 ） 12 （ 11.5 ） 人数（％） 1 （ 3.7 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 3 （ 11.1 ） 3 （ 6.4 ） 13 （ 12.5 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 3 （ 11.1 ） 4 （ 8.5 ） 11 （ 10.6 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 0.2 -0.4 0.2 調整済み残差
人数（％） 5 （ 18.5 ） 6 （ 12.8 ） 3 （ 2.9 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 2.2 1.5 -2.9 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 3 （ 6.4 ） 9 （ 8.7 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 -1.3 0.5 0.5 調整済み残差
人数（％） 3 （ 11.1 ） 0 （ 0.0 ） 6 （ 5.8 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 1.6 -1.8 0.5 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 3 （ 2.9 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 3 （ 2.9 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 0 （ 0.0 ） 3 （ 2.9 ） 人数（％） 1 （ 3.7 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 0.3 -1.4 1.0 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 2 （ 4.3 ） 1 （ 1.0 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 2 （ 4.3 ） 1 （ 1.0 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 -0.7 1.6 -0.9 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 3 （ 2.9 ） 人数（％） 1 （ 3.7 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 3 （ 2.9 ） 人数（％） 3 （ 11.1 ） 5 （ 10.6 ） 7 （ 6.7 ）
調整済み残差 調整済み残差

























精神作用物質使用による精神及び行動の障害 n.s.-0.4 1.7 -1.2
栄養失調(症） *








































人数（％） 14 （ 51.9 ） 27 （ 57.4 ） 77 （ 74.0 ）
調整済み残差
人数（％） 10 （ 37.0 ） 0 （ 0.0 ） 3 （ 2.9 ）
調整済み残差
人数（％） 5 （ 18.5 ） 19 （ 40.4 ） 14 （ 13.5 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差
人数（％） 3 （ 11.1 ） 6 （ 12.8 ） 12 （ 11.5 ）
調整済み残差
人数（％） 13 （ 48.1 ） 30 （ 63.8 ） 45 （ 43.3 ）
調整済み残差
人数（％） 3 （ 11.1 ） 5 （ 10.6 ） 23 （ 22.1 ）
調整済み残差
人数（％） 5 （ 18.5 ） 2 （ 4.3 ） 15 （ 14.4 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 1 （ 2.1 ） 9 （ 8.7 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 1 （ 2.1 ） 7 （ 6.7 ）
調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 3 （ 6.4 ） 4 （ 3.8 ）
調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 3 （ 6.4 ） 2 （ 1.9 ）
調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 1 （ 2.1 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 3 （ 2.9 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 1 （ 2.1 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 2 （ 4.3 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 2 （ 4.3 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 4 （ 8.5 ） 14 （ 13.5 ）
調整済み残差







小児科 n.s.-0.1 2.3 -2.0
不明 n.s.-1.3 -0.6 1.4






性的虐待 n.s.-0.4 1.7 -1.2
虐待の種類
身体的虐待 *-1.8 -1.6 2.7
項目





救命救急センター n.s.-0.3 -1.1 1.2
形成外科 n.s.0.6 0.5 -0.9
整形外科 n.s.0.8 0.7 -1.2
新生児科
皮膚科 n.s.2.0
放射線科 n.s.-0.4 -0.6 0.8
泌尿器科 n.s.-0.6 2.4
-0.1 -1.4
熱傷センター n.s.-0.7 1.6 -0.9






人数（％） 12 （ 44.4 ） 38 （ 80.9 ） 87 （ 83.7 ）
調整済み残差
人数（％） 8 （ 29.6 ） 3 （ 6.4 ） 5 （ 4.8 ）
調整済み残差
人数（％） 7 （ 25.9 ） 6 （ 12.8 ） 11 （ 10.6 ）
調整済み残差
人数（％） 8 （ 29.6 ） 11 （ 23.4 ） 6 （ 5.8 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 4 （ 8.5 ） 2 （ 1.9 ）
調整済み残差
人数（％） 19 （ 70.4 ） 32 （ 68.1 ） 95 （ 91.3 ）
調整済み残差
人数（％） 15 （ 55.6 ） 28 （ 59.6 ） 65 （ 62.5 ）
調整済み残差
人数（％） 5 （ 18.5 ） 2 （ 4.3 ） 4 （ 3.8 ）
調整済み残差
人数（％） 7 （ 25.9 ） 17 （ 36.2 ） 34 （ 32.7 ）
調整済み残差
人数（％） 5 （ 18.5 ） 8 （ 17.0 ） 15 （ 14.4 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差
人数（％） 21 （ 77.8 ） 38 （ 80.9 ） 88 （ 84.6 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 6 （ 12.8 ） 17 （ 16.3 ）
調整済み残差
人数（％） 27 （ 100.0 ） 41 （ 87.2 ） 85 （ 81.7 ）
調整済み残差





あり -4.5 0.6 2.7





あり 2.5 2.2 -3.8
不明 -1.8
児童相談所への通告の有無 なし n.s.2.9 -0.6 -1.5
あり -0.7 -0.3 0.7
不明 -0.8 0.6 0.0
虐待が原因による死亡 なし
n.s.1.4 0.8 -1.7





あり -2.2 0.0 1.6




























待が及ぶ可能性 16）や DV を受けストレスを募らせ
る母親が子どもを虐待することで精神的バランスを
取ろうとする傾向が見られることも指摘されてい












人数（％） 0 （ 0.0 ） 13 （ 27.7 ） 59 （ 56.7 ） 人数（％） 1 （ 3.7 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 2 （ 4.3 ） 32 （ 30.8 ） 人数（％） 1 （ 3.7 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 2 （ 4.3 ） 18 （ 17.3 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 5 （ 10.6 ） 6 （ 5.8 ） 人数（％） 1 （ 3.7 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 6 （ 12.8 ） 3 （ 2.9 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 3 （ 6.4 ） 5 （ 4.8 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 2 （ 4.3 ） 6 （ 5.8 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 6 （ 5.8 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 3 （ 6.4 ） 2 （ 1.9 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 3 （ 11.1 ） 2 （ 4.3 ） 0 （ 0.0 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 4 （ 3.8 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 2 （ 4.3 ） 0 （ 0.0 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 2 （ 1.9 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 2 （ 1.9 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 1 （ 1.0 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 2 （ 4.3 ） 0 （ 0.0 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ） 人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差 調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ） 人数（％） 4 （ 14.8 ） 4 （ 8.5 ） 4 （ 3.8 ）
調整済み残差 調整済み残差
































神経系のその他の障害 **-2.0 -1.8 3.0
成人の人格及び行動の障害 n.s.2.4 -0.6 -1.2
***-2.7 -3.0 4.7
硝子体及び眼球の障害 n.s.-0.4 -0.6 0.8
-0.5 2.5 -1.9
インフルエンザ及び肺炎 n.s.-0.4 -0.6 0.8
クラスター１（n=27） クラスター2（n=47） クラスター3（n=104）項目
強膜、角膜、虹彩及び毛様体の障害 n.s.-0.4 -0.6 0.8








脳性麻痺及びその他の麻痺性症候群 n.s.0.9 1.6 -2.1






























































人数（％） 15 （ 55.6 ） 17 （ 36.2 ） 27 （ 26.0 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 3 （ 6.4 ） 17 （ 16.3 ）
調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 5 （ 10.6 ） 4 （ 3.8 ）
調整済み残差
人数（％） 2 （ 7.4 ） 2 （ 4.3 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 2 （ 4.3 ） 4 （ 3.8 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.1 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差
人数（％） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 1 （ 2.1 ） 1 （ 1.0 ）
調整済み残差
人数（％） 6 （ 22.2 ） 11 （ 23.4 ） 21 （ 20.2 ）
調整済み残差
人数（％） 1 （ 3.7 ） 1 （ 2.1 ） 10 （ 9.6 ）
調整済み残差





乳児院 -2.0 -1.2 2.6
児童相談所の一時保護所 0.3 1.5 -1.5
児童養護施設 1.6 0.7 -1.8
転院 -1.1 0.4 0.4
入院継続 -0.6 0.8 -0.2
祖父母宅 -0.4 -0.6 0.8
その他 0.9 0.3 -0.9
記載なし -2.0 -0.7 2.1
自宅 2.6 0.4 -2.3
不明 0.1 0.4 -0.4
施設（種別不明） -0.7 -1.5 1.8

























































































































７ ） 児 童 虐 待 防 止 医 療 ネ ッ ト ワ ー ク 事 業 に
関 す る 検 討 会（2014）「 児 童 虐 待 防 止 医 療
ネ ッ ト ワ ー ク 事 業 推 進 の 手 引 き 」（https://
www.mhlw.go. jp/f i le/04-Houdouhappyou-























13 ）Stuck AE，Walthert JM，nikolaus T，et 
al.（1999）「Risk factors for functional status 
decline in community-living elderly people；
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Characteristics of Child Abuse Cases Transferred
to Healthcare Settings: Classification Using Case Studies
HADUKI TAKAHASHI*，YOSHIHITO TAKEMOTO**
 *  Department of Medical Social Services, Kurashiki Central Hospital, 1-1-1 Miwa, Kurashiki, 
Okayama, Japan
 **  Faculty of Health and Welfare Science, Okayama Prefectural University, 111 Kuboki, Soja, 
Okayama, Japan
Purpose: The purpose of this study was to identify the characteristics of child abuse cases transferred to 
healthcare settings using case studies.
Methods: Using the Ichushi database, we performed a systematic literature review of studies published 
between January 2000 and March 2018 that reported child abuse and the hospitals where the cases were 
examined. There were three selection criteria for the papers: a case study, a case of child abuse transferred 
to healthcare settings, and a case regarding symptoms at the time of child abuse notification in healthcare 
settings. The cases were classified using cluster analysis and significant differences among the classified 
groups were confirmed.
Results: A total of 178 cases were classified into three clusters: physical abuse, psychological abuse, and 
neglect. Among the three clusters, significant differences were identified in 12 factors, including the gender 
of the abused children, age at diagnosis, and abusers.
Conclusion: Further studies are needed to confirm the cases of child abuse that have not been published as 
case studies to clarify the actual situation.
Keywords：healthcare setting, child abuse, classification
